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はじめに
JL{E. 衣料月]素材として市場にあるものはきわめて多
い。さらに新しい製t12をもとめてその極頬を地している。
しかし 他面我々が過去をふリかえって.かつてITJいた
染織品を再検討しようとする動きも見逃がすことができ
ない。我国においては.数多くの秀れた製品が少なから
ず処されており.これらについてその特徴をゆ1らかにす
ることは. 今後の製r~~I品j発のためにきわめてA裂なこと
であると思われる。
ここでは占代の製品のうち比較的多〈残されている‘ド
綾地を.京都の必}I・有剣館所蔵裂のうちょリ えらひ: 主
として組織についての特徴について検討を行った。
これらの製が. n本人の手になるものか従来品かを区
別して吸わなかった。一々について本文の組織と文係偶
成の材組から.他nその確認を期待できるからであるの
1.上代綾について
日本においての織物は.占代.中世においては自然的.
地理的条件から大i逮ことに中国から多く の't.t与を受けて
きた。三世紀ごろからは近隣諸国との修交の活発化にと
もなって，高級な織物の愉入や養蚕，染色の技術者の波
来も多くなっている。織物技術についても.三世紀から
五世紀の間に緩や錦の新技法の導入が行われたものと忠
われる。H七世紀に人り遣随使及び遣唐使の派遣によっ
て.中国より j({接高級織物やその技術者の移人はー婦は
げしかったと考えられるJ}これは日本の飛鳥.奈良時代
にあたり.染織の技術ばかりでなく国家体制の基本をな
す律令制の移納は.織物の生産機慌を繁備し伎術指導
を行い，あるいは秀れた技術者を保議奨励することに
よって.染織の発展にも大きな影響を及ぼした。すなわ
ち，養老令によれば.大蔵省に織部司.縫部司が;托かれ.
( 1 ) 
または|人j 併には内~ulが泣かれていたの このうち織百11司
は ~'i ら ffl~- *告の裂{乍に従事し . 千Ilf.ドpniUに歪つては桃文
師が諸|主lに派遣され.その肢体jl.t'l'!IとからI也}jへも伝え
られた。.，
これら 1:1~の染織については . 1.1-:合院裂や法隆J1・裂に
よ って. その製造技法が高度な水il~にまでi重していた こ
とが知lられる。ことに.JI::倉院裂は情J'!lされたものだけ
でもその裂数がおよそ十数万点lこj主しており i役来品を
含めてそのHi;1iの多様性.技法の優秀fUふ世界染織史
上でも特1¥1j'価値をもっているの
上代の綾l.t"IJXHljとして後決めて二 位糸と総糸の浮沈
を変えることによって地と文阪を然組織とした絹織物を
指しているf'その技法は平地に俺かな糸を浮かしたよ
朴なものから.綬I也に大型文械を級文で織り出した整問
なものまでに1止」ん この上代械の組織の 1-から.次の六
純類に分けられるJ}
υ句 c~ ! t.Atll>や
「平I也浮文綾J-'1'-組織のI也に経の三越浮き.五越浮き.
あるいは七主主浮きを単独または併用して文僚を表したも
グ〉。
y o;じ 1> '(>t.Å"~除。
「エド地綾文綬J平I也に三越浮いて一位沈む経の四枚綾
で文保持1¥分をJ1I¥めた もの。
~句じか" ~やもんのあや
「王子地変り純文絞」 平地綾文緩めー公形でii.越あるい
は八総を1j1fぷと して文械を表わしたもの。
「絞I也絞文綬j 経閉校絞のI也に紛の四十対査で文僚を表
わしたもので.r~菱地異向綾文綾J と 「綾j也問向綾文綾j
に分けられる。
「絞I也浮文総J j也を経三枚綾とし.総糸を長〈浮かせ
て文微を表:fJLしたもので¥これは綾地問向級文絵ととも
に後世(I~J な技法であ る 。
2. 有瀞館所蔵綾裂についての調査
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3. 色 名 4.打込数
1. 裂 名 祢 2.組織または交際名 ① マンセル記号 ②慣肌色f， ③系統色名 タ本/テ伺ゑ ヨ越/コC糸甥
( 1 ) 平地山形文総綾 山形隙綾文 2.5GY 5.ν4.4 ひわ色 オリ ープグリ ー ン 48 24 
( 2 ) 平地山形文黄緑綾 山形tJ純文 10 GY 6.V l ぜ苛も、厳L 色 Iい策 主 35 <17 
( 3) 平地山形文茶綾 山形様綾文 7.5YR 5.6/6 β傑命f 色 浅 い 民 茶 50 20 
( 4 ) 平地山形文緑絞 山形機織綾文 2.5GY 5.4/4.4 ひわ色 オリ ー プグリ ー:ノ <10 30 
(5 ) よろ付文緋綬 よるけ文 5 R 3.6/7.7 聾 tlい賞味の赤 52 31 
( 6 ) 平地変文くずれ文白綾 菱文く ずれ文 10 YfI. 5/包 自 52 3 1 
( 7 ) 平地入チ菱賂子賞綾 入子変佑子文 5 Y 5.事/4.5 東 令官像島 オ リープイエロ ー <19 29 
( 8 ) 平地二重安入菱格子文3貫録稜 二重O!入菱協子文 ~ . 5GY 5/5 も萌え エ 1菌 緑 (f宙空)
( 9) 平i也入 f獲絡子文茶綬 入子a格子鱒級文 2.5 Y 6.2/4 番 い色る 金 色 49 22 
( 10) 平地亀甲つなぎ白綾 亀叩つ立ぎ文 10 YR 7/6 向 52 26 
1 ) 制*方法
可I+!絡館所蔵の上代裂のM:裂は.その多くが断片で.ガ
ラス侠みにぷ殺されている。また付|の腕化の極限は六百
年といわれるのて二取被いによる破織を懸念して組織の
写真嶺影を行い.その拡大写真から組織を調べることに
した。ここでまず問題となるのは. 裂の:&'}1，.経緯の識
別である。炎袋については.表装段階において光沢の美
しい而を表として級ったであろうと考え.現代表fsljと
なっている凶iを一応表とした。また裂の経総についても
織耳などがないため識別しがたいので¥密度の制nかい方.
あるいは経筋のみられる方を経Jjli'Jとみなすこ とにし
守 、円、。
拡大写真よリ絞組織をセクシ ョンペ バーに復元した
が.セクションペーパーのタテとヨコの芹1I合をできる限
リ糸稀度に合わせて.文織が間延びしないよ うにした。
また文織を分り易く ， 簡略化するために.文版部分の
絞めi芋糸だけを烈〈 塗りつぶし I也の組織の符は着色し
ない方法をと った。組織要領図とと もに添えた綜統装;Ti
説明図は. l'.JUfある手織機で織ることを考えて揃いたも
ので1 これに関 しては既に沢田むつ代氏の研究があ
るJ3しかし当時もこのような方法て'織ったという確証
はなく .手織俄による一方法を示したにすぎない。(これ
によると.踏コ択を踏むことによって経糸は沈み.織前で
の|ニ而が表となる織表で織り上ー ってゆくことになる。tJl.
イt行われている一般的な織り方では織袋のものが大部分
で¥この方が織表で織るよ り製織中にあっての{話が少な
い。 しかし織表て'織っ た Jlが文悌を織る過料がよく ~~I
るため.上代てすま複雑な文燥などは織表として織られた
と思われる。)
最後に試料絞裂について.色と文;線から名称を求めた。
名称はすでにま査湿の段階において一応与えられて いる
もので示したが.今凶の耳目i査によって.これを訂正すべ
きものが少なくなかった。文機名については現存の正倉
院裂や法隆ミ干裂の名柄、あるいは従来の慣用の呼びJJを参
考として，できるだけ適切な名称をつけるよ うにした。
またその色名は現在の織物の色調をもとに悦感比色法で
産業色禁7)よリマンセル記号を求めた。さらにニの色巣
より 「草木染H本の色jを参照し.千日名の慣用名を調べ
これを裂の色名に用いる こととした。川同様にハーモ
図一1 平地山形文緑綬
1 I I 
図-2 平地山形文貧緑綬
( 2 ) 
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ニックカード '8)J:り J1 Sの系統色名を求めた。とくに
変総色があったとJlt定される (1色については.現イ正の色
をマンセルEU41ー による表示はしてあるが‘裂の名羽;とし
てはI持費とした。試料裂の械類は26純であるが，このうち
本報におし、ては10ぷ料のみについてのべる。
3.測定結果と考察
1 ) 平池山形文総終 :'1'池山形文京紋終.平地山形
文茶校.三B試料についての外観を図- 1， 2， 3に組織‘
修正図および綜統とE青木の結び方を図-4， 5， 6， 7 
に示す。
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図-3 'fl也山形文茶綾
綜統と踏木の結び方
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図-4 平地山形文総綾
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平地山形文綬斜子遣い分解医l
図-5 平地山形文緑綬 b 
( 3 ) 
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図-6 平地山形文黄緑綬組織要領図
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今.三試料の組織は.地は平組織.文僚は経の四枚投
組織で山形文を表わしている。すなわち.平I也に総=三越
にわたる浮糸で簡単な文様を織り出しているのである
が.この総三越の浮糸を斜めに連続されることによって、
図-4-Tに示すように経四枚綾測の斜線.いわぬる山
形文が現われる。この終組織の流れの方向は変えないで.
斜線の方向だけを転殺されると.少し異なった山形とな
る。つまり.緑絞について云えば.友i:;ltれの斜線は.織
物の斜線としては.滑らかに織り表されている民 右流れ
の;iは.鋸歯夙に出入りのある線となって現われてくる
ので.この右流れの似のどEり方から.この文様はいわゆ
る四本パツりで織られていることを知ることができる。
さらにこの組織を平組織と斜子との組合わせの関係に
おいて考えてみたい。すなわち、地綜によ って..t也は干
組織に関口しながら.他方では‘文綜によ って斜子風に
経二本.緯二越を斜lとした糸泣いの要素で，順次左右nl'I
流れの斜線となるべきれの引き上げを力11味して行くとい
う操作を行なえば.結果として一方の斜線は糸パツリと
同様滑らかに流れる杭他方のものは鋸歯風に歪んでくる。
この技法によった歪を図示すると図ー [j-tのようにな
る。これは. 1印をI也の平組織のゐに引き上げられた絞
とし×印をこれに加味されるところの.事|ト子泣いに引
き上げられて斜線となる経としこれら耐l者と組合せた
閃である。この図より .l王流れの斜線は滑らかであり，右
流れの斜線は乱れている思!出は明らかになる。
平地綾文綾の場合は i字文に見られるような浮糸のわ
たりが長い為に生じる裂商の乱れを起こさず.経糸の浮
きが整っているので.1，手文には見られない;事ち着いた瓜
絡を示し.絹糸の持つ光沢を示している。
(1)紋綾の裂の文除のくずれの苦1分を修正した完全組織を
手織で織る場合を巧えると.図-4-aのような説明図
ができる。文係ー単位は.経44本.緯12越である。そこ
で.まず仮に経糸へi堤富上の通し番号を付けて.一文僚
をはっきりさせておいてから.綜統の通し;5を考えてみ
る。通し帯号 lはl枚同の綜統へ，その2は2枚目.そ
の3は3枚目の綜統へと閃に示す!11tH子で経糸を I本づっ
通せばよい。これを織り帽に従って行なう。また.綜M:
とE青木の結び方は.第一番目のE青木に l枚目と 3枚目と
7枚目と11枚 目の綜統を結ぶ。 2終日には. 2枚目と 4
枚目と 6枚目 と10枚目の綜統を給ぶ。このよ うにして.
機を準備して.総糸と交錯させて緯糸を打ち込むのであ
るが.そのためには.i'青木を跨んで経糸を 1"，げ トーげする。
このとき踏木を踏む順序も一定にしておく必要がある。
この場合';1.最初は i番目のE青木次に 2孫日.3d干FI.
"ηHむ，
・…ー 12番目というように踏んでゆけば.織表で織ること
( 5 ) 
ができる。この踏み方をー単位とし て.これを繰り返し
て繰糸を打ち込んでいけば.この平地山形文を作る こと
カfてー さる。
2 )黄緑:紘 3 )茶絞も(1)緑絞の平池山形文終の分類に
入る。(2)武H綾のー単位は.経20本.Hn2紘で. ;(i流れ
の方に鋸歯風の階段的斜総がみられ.これも糸ハツリで
織られてあることが明白である。織り方説明図は図
6-cで示す通りであるが.この組織図にみられる文様
部分のくずれは.li'青木の踏み方{ままちがいによるもので
あろう。
(3)茶綾は.階段的斜線が二本パツリの左流札て二これ も
規則正しい文除くずれが見られる。;WJ定される修正凶l;t
図-7-Tのようになり.-ij1伎は経8本総20主主である。
註
四本パツリ :右の斜線の階段的推移がtFI隣る経四本
を単位としてなされるもので.その数が多くなるF4.階
段的ぷ出，;t何倍もの粗さになってくる。縦や行員の直線以
外の斜線や曲線は.M交する経と総とに沿って階段状に
刻み込まれて表出される刻み込みをハツ 1)と休する平地
山形文Wi.支の外観を図 8に組織を図-9に示す。
これま での絞は.経糸中心の社経であったが.機織装
置の操作からみて、綜統にIUlされた経糸は常は引っ必ら
れており.緊張しもとの糸よリも多少細めに織リ込ま
れて行〈 。当時は.給総ともに同 じ糸を使っていたので
織られた裂を見ると.当然続糸の方が紺1<. *!i;糸のブjは
そのま 、なので太〈見える。この点に着同して.総糸て、
終目を出すことが考えられたものと見ることができる。
この方法で織り表わされたものがこの組織である。
綿糸は織り込まれる時の緊張がないので二綾日が完全
にはそろわないが、 持糸の方が太いため.綾 11 はよ く H~
ることになる。現代では.そのような総糸のゆるみをめ
ばすためにテンターによる帳LHし過符で償方向に(Ijl長さ
せている。
当時も絞綬閉の幅出しを行なえLf.-1併後円の美しさ
が生まれたであろ う。 この四枚絞が.平安朝になると五
枚.七枚絡になり.最終的には.文係変化の最後の段閣
である綬I也終文緩め出現に司王る。
本裂は.緯四枚維でやはり山形文を夫わ し.綾方向は
すべてを.流れであるが.前j主の糸ノ〈ツリ による鋸歯届ls皆
段的斜線に値する綾日 を右流れ斜線にとっている。組織
図は. 図-9に示すよ うで.総浮き糸を。尽く互交わした も
のであるが.織り方法を説明のため，従来通りの経糸を
黒〈塗りつぶした図も A'およびB'として27き添えたの
踏木と綜伐の結び方は図-10に示すよ うに複雑て二 一本
+ ij~ 被一守も ー
平地山形文緑緩図-8
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平地山形文緑綬組織図
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Lιj 
図←1 よろけ文緋綾
図-12 よろけ文緋綾
のE古木に多散の綜U: を紡"'~-:必要はあるが. ~青み)llfiIま愉 ' i\
でーある。
5 ) よろけ文緋綬
外観を図ー1.12組織を図ー12に修正図と綜統とH青木
の附Aを図ー131ニポす。
この組織は.平地に続三位または続五越にわたる経浮
が斜線ヒに流れているという簡単な文僚であるのしかし.
械の流れ;ji'Jは一定でなく.途中から何度L変る。この
ようなイ1:1)万は裂の随所に見られる Lので.たとえば.
図ー12'1. aと付けた所の殺の流れは.始めI:t.b:流れで
あるが，やがて-b流れに変わり.次にまた左流れに.そ
してまた右流れに.:&:流れにという調子に変化する。こ
の向じ一本の流れを続いて追って行 くと.これまでと同
数の緯糸の偏について e箇所からは始めは左流れ.次
に右流れというこ闘の流れの変化で終っている。来して.
織陀がまちがえたのか.あるいは故意に意識してこのよ
( 7 ) 
4 
綜統のi過しjJ'~ 
b (綜統と路木のf提lJA)
a 
綜統とZ古本の
結び}j
図ー13 よろけ文緋綾組織図
うにしたのであろうか与えてみるに.これは.総1組ji
いてー泣沈むというl坦枚綾の組織が基本になっていると
~"言語できる の そうなると記号 e の部分I:t..車生浮の長さが
他と少し巡っ ており . 終組織の食いj~いができて . この
百11分から絡のìÆEれが変わっ ている。つまり.~全体を礼
まわして.織られた緯が五越の時には殺の流れ万fUJが'e:.
fじするという ・lï.実が認められる 。 この・l~実から紛糸のあ
る一定本数'j1.fj'rで.四枚絞組織の流れを変えて.縦のIU
形え.'すなわち.よろけ文を基調としているのではない
かと1fi.定でき る。そこで図ー12のc.d. e等のくずれ
部分を修正した組織を示したの
図ー13の (修医図)がそれで続4本.総22越で一文除
となっている。
この裂の文械は一見してくずれ部分が多いが.これま
でe絢べた文僚組織や他の裂の文様と考え合わせて.くず
れ古1分を初iなって.修正していくと連続文械がA.Bニ
6 )平地菱文くずれ文白綾および緋綾試料外観を図ー
14.図-15.組織図を 図ー16. 図-17. 図-18に
示す。
1 )文際部分であるべき所が平地で』残っているのは踏み
方を誤っ たt.~*l浮きが出なかった所て二また図- 16の
記号c・eの部分は二越づっ踏み誤まった為くずれが
生じたのであろうと恩われる。ところが.綜統装置と
その踏み方については.一単位の踏木の踏み方がかな
り複雑である。当時の技術から鍛測して.踏み11ftがもっ
とM単になる織な文様を考祭していたのではないだろ
うか。この点から見ると修正図Aは過当でないように
恩われる。
丘'-
4・fl 被
4重類般i員1)されることを図-17.図一18に示す。
本裂の組織要領図図一16の記号aとbの各段に注目し
て見ると， 図-17に示すよ うな修正図Aができる。すな
わち(5)よろけ文綾を基淵とし.この一筋のよろけ文につ
いて緯22越を単位としその中央にハツリ 目を作ると綬
目がずれて.緯11越づつに分かれる。この二段文様の連
続が本裂である。
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綜統と路木の結び方
16 H J 21 
?????
?
単
位
。
‘ーー --1-J 綜統と路木の関連
織り始めるとする
平地菱文〈づれ文白緩図-14
平地変文くずれ文白綬修正図(A)
28 
図-18 平地菱文くずれ白綾修正図(B)
図-17
( 8 ) 
綾
図-16
b 
平I也君E文くずれ文白綾組織図
緋図-15
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外観を図ー19に，組織図と綜伐と踏木の結び方を
図-20に示す。
藤井他 :上代綾の織文の研究
そこで次にくずれ部分すなわち図-16の組織の記号
c・d. eに注討 して見ると.不完全ではあるが.縦
afi文の連続をねらった文微であると与えられないだろ
うか。事E文の外側は左右上下のそれぞれの菱文の外側
と共有し内側1は平組織で中央に経浮を置いている。
絞の文線変化について調べてみると.11形文から絞流
れ斜線の交叉により去を文 ・六角文 ・亀甲文へと移行し
てきたのであるが.この移行のちょうど途'IJに相当す
る文係が本裂の文僚であろうと推測される。この考え
に立てば修正図は図ー18のようになる。従って、本裂
を平地警告文くずれ文白綾と仮粉、しておきたい。
(7) 平地入子習を格子文黄綬 しムJ
平地入子菱格子文黄綾
綜統と路木の結び方
651 3 Z ， 
???
?
6 5 4 3 Z 1 
?
?
??????
過し 昨努 12 3456189W U~8Wßan~
b綜統とE古木の関連
綜統の通し方
図-19
a 
平地入子菱格子文黄綬事脳敬図
のであるが.この山形を辺に跨み返してみようとする考
え方から生じたものと思わられる。
本裂は.菱佑子内に小宮をのある，いわゆる入子習を格子
文の裂であり.この菱佑子の線の交メ部や入子愛の左右
( 9 ) 
図-20
多数の平行斜線を左右両流れに悩き重ねると互いに交
叉し合って.自然に斐符子文ができる。これは四枚綬の
浮糸の部分を次々と斜めに移動させ.途中で方向転換す
6枚の綜統で織ることのできる山形文が生まれるると，
80ー 被
の終には. I司然に緯5.t，主にまたぐ経浮が牛じてくる為.
浮文と見なければならない。普通に入子安f伝子文と百え
ば菱総子各内に小変が含まれていると考えられるが。組
織図においては全部が規則正しく連続して格子になって
いないで，ある部分は菱つなぎになり;会中からきEが崩
れている。崩れていない正常部分の人子主主佑子は.経緯
ともに18筋を単位とした左省 ・上下対l1;の文燥であるこ
とから，このー単位の文係の織り出し法を考えてみれば.
くずれが何故起ったのかfolJlVlできる。まず一文機織り出
すにあたって.始めは順F(よく踏木を操作していたので
あるが次の段階でー廻リしないうちに引き返して踏んで
しまうとくずれが生じる。つまり踏木を踏む回数が不足
した為に起る現象と見ることができる。このくずれ部分
は.一見複雑に貝えるが，実は緯が8越分不足している
にすぎない。
m~ Aム4寸二
(8) 平地二重姿入菱絡子文黄緑絞
外観を図-21に組織と綜統と踏木の関係を図-22
に示す。
先の裂は.菱格子内に小警告のある入子安格子文であっ
図 21 平地二重菱入格子文黄緑綾
a組織図
34 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 12 13 14 15 16 17 1819 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
綜統の通し方
b (綜統と踏木の関連〕
綜統とE古木の結び方
654321 
???
?
?
図-22 平地二重菱八菱格子文黄緑綾
(10 ) 
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たが.本裂も主主総チ文に分頬さtl愛情チl勾に21附の小k の為の行道をl;fJ<。この大通糸を引き上げ
を持っているのそのため，この手当を二0Jl菱入築総 j二丈と る作たを1_Ej1申では'午引とH乎んでいるの
休したい。やはり， くずれ庁1分がはらJ.l. くずれていな
し、正常部分の二重去を入去を陪チlム経30本.続34越を単位
とした1di・上下付休の文Hである。
(9) 平地入十発行if-文茶終
外観を図-2:lに組織と綜統とF青木の関連を図-24
に示す。
本裂も文様から入子~桁子文に分~liされ‘ 終流t札Lを Lは4 
ると4総JIキ2υ1:*綾Eて
科糸について考!';f守したように.太い紛争糸で絞UをtHして
おり . 持糸の島:~Ij長が少ないことから多少綬日の くずれが
中じているのが認められる。これらの裂はガラス快みさ
れ、 }d主されている為.裂音1¥分が見れないニとは残念で
ある。
者E依子の"，のIJ、~が二位あるのは. '1ιI也と総4十主主斐の
関係からハツリが生じるX)て二当然のことである。 くず
れ部分を修正し.経浮きを 2尽く塗リ表わした組織図より.
綜tとE青木の関係を巧えてみると図-24-hのようにな
る。一文脈は.経27本.Ut51越て'.20枚の総統と26本の
跨木を使って織ることができる。跨み)]は. 綿糸26f住ま
で蹄み. 今度は逆の方向に時み}}~して tr < 。 これは. 総
糸261ft:を'*.と して.上 1"介tfJ‘の[期{系にあるからである。
つまり上下打ち返しの操作となり.従って士、Jf本側となる
一越1.1 . その一越で終日、〔と {lfì ， I.IJ， を ~Itねているの また|苅 '"
AとBの筋について見た場合.BはAの左1:i刈称になっ
ぞη ひe
ている。 むし文織袋町であるl'U地装;F{愈によるものである
としたなら唱その懸けた紋判iに雫らしである大通糸が.
ofニ:麻糸を通じて順次総糸に連絡されることになるのであ
るが.との字麻糸が一策rlIJ*を終えてJ大の荒川jに.f!;る1寺.
今度l土!メ対の!順序で大i厄糸に連絡される形式の綜統を干IJ
則すれば.本裂に見られるほな左右対林の文総が織られ
るこ とになる。この阪な綜統は1ft風綜統と呼ばれている。
〈注〉
* 1Et控装置文織装置の名称て二今のジャガード機以rIi
のもの。単純な!京J!Jlに基づいた もので.機
台の上にいわゆる鳥居の僚な枠を組み立て
て.それに紋車由を懸けただけのものである。
その紋輸には太絹糸すなわち大通糸がAれ
てあリ.それが宇麻糸を通じて順次経糸に
連絡されることになる。大通糸には.太キ;Ji
糸を以って所要の文僚が文妨げされてあり
順次一筋つ'つ繰って.ヌ;織になるよう区分
された大通糸を引き街せる時は，それにつ
ながれている経糸が引き lげられて.文係
( 11 ) 
のま
*キ;従1m:文憾の製偏における一線リ返しをいう。
F 
図-23 平地入子菱格子文茶綾
(l曲 平地fむ甲つなぎ文白紘
外観を図-2;;に. 組織を図ー26に示す。
本裂は.六jiJ!f;のr(l'll文;の連続であり.終流れが変化
する特定評11分を見れば.経糸がfJ(~5越をまたいでいる為.
1手文の絞とみるべき であるの 文級品Il織を八念lこ，~，\jべてい
くと図-26に見られるよう に組織l主|上にA.Bのf色1]1が
見られ‘ Aの f色~.I[ま J~~rl l が'NJl織となり . BのfιqJはそ
れが1糸となっているの文係はこの 2H.Uiでヅ〉り.これ
らが交互に織り進められている。ニの丈係の迎いは.経
糸のj函し }jとその本数の州民によるのすなわち.Aの立i
qJはBのf色[pより経糸が4本多い。こうした他rpの真中
を平組織にするところと浮糸にするところを作って，作
為的に文慌に変化を持たせたとJすえることができなくも
ないが.吋1寺の素朴さから考えて.やはりこれはl百j一色
申文を述続させようとする当初jの計画通 リ逃まず.誤ま
りを ~I じたためであると iitinllする )jが千ー当であろう内ま
た.組織図において.記号aの日1¥分を礼ると部分的に続
7越の経浮になっているのではなく .特有ーダIJすべてにわ
たり位浮があい、ている。おそらくこの箇所だけ地綜の処
理を誤ま って.経糸のi沈むべきところを浮かせたからで
はないだろうか。
本裂は.'iV長のiE¥，f'Eにおいて見ると.1日jj主の(8)斗q也二
重姿人菱桃子文主主の二重菱人~ti子文を縦方向に伸長し
た祭文の左右に少し手を1JIえると.その菱文が六角形の
(l fj;文僚となる。これに相当するものとして.平J也fむ可i
つなぎ文絞と{反初:する。
一→ー
a.組織修正図
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b (綜統と路木の関連〕
十言
上古における織物組織を藤井有癖館所蔵の絞組織の裂
について調査しその組織の特徴について考察しこれ
ら手織で製作する場合の綜統 .踏木の操作についての推
定を行った。
1 )山形文は三越の経浮糸を隣の縫糸に順に述絞される
と斜線文機となるのて二 これを途中で方向を転換さて作
ることができ.比較的初歩の技術段階の縫に多くみられ
総
平地入子菱格子文茶緩図-24
た。
2 )山形文からよろけ文へまたは山形文の右および左流
( 12) 
平i也亀甲つなぎ文白緩図-25
藤井他 :上代緩の織文の研究
れの斜線を干行させ.または交父させることにより妥佑
子文さらにro.申文へと次第に波維な組織となるが.所蔵
裂中にはこれらの組織を用い's.しい文係を作っているも
のがある。
3 )文隙は刊也j字文綾.、ドI也級文後.後I也級文総の)liを lcm 
たどって変化したものとJ5・えられるが. 、f<J也j字文伎に山
形文やaf鈴子のものがみうけられた。
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Abstract 
図-26 、je地位甲つなぎ文(1絞組織関
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This report is 011 an investigatiol1 of old fabrics of Japan which are collections of Fujii-Yurillkall 
Museum in Kyoto. Mal1y beautiful designs can be secn in them. 
1) The Yamagata wcave design (Zig-zug ¥Vcave d('sign) is used mostly in ornamcntal lahrics 
about a thousand years ago. 
2) The I-lishi-koshi and Kikko wcav(' designs (Bird-eye Weavc d('sign) can bc Ihc modificatiol1 of 
thc Yamagata weave design. They al madc many allractive pallcrlls. 
3) From the results of these investigations ，we wcrc able tO e~timatc the wea¥'il1g methods of 
these old labrics. 
( (3) 
a 
